
丸めたものをビニールテープで 

クルクル巻いて模様にしてみました。

丈夫にもなり、可愛いらしくにもなり

ますね。 

今回白い紙皿を使ったので、ペンで好きな模様を描きましたが、 

色や模様つきのものでしたら、描いたりせずにそのまま使っても良い

ですね！ 

写真の海苔巻きは、色画用紙とプチプチを丸めて作りました。 

巻きはじめと最後に両面テープで貼り合わせています。 

中丸子保育園では、幼児クラスの今年のテーマが‘海’。 

運動会の準備体操では‘お鮨’をテーマにした体操をし、その後の異年齢保育

の中で遊んだ‘お鮨の的あて’をご紹介します！ 

写真の紙皿は、4歳児の子どもたちが模様をつけてくれました。 

いくらと玉子のお鮨は、子どもたちのリクエストで職員が作ったものですが、

海苔巻きは３、５歳児の子どもたちが手伝って作ってくれたものです。 

当たってもこの輪投げだと痛くないので、小さいお子さんでも遊びやすいと思います。 

的もお好みで色々変えられるところも魅力的ですね♪ 

数や数字に興味をもち始めたお子さんであれば、カレンダー等の 

大きな紙の裏に数字を書いて点数にし、得点を競ってみるのも 

面白そうですね！ 

2022年度作成 中原区公立保育所 

①

②③

【準備するもの】 

・気泡緩衝材（プチプチ）

・油性ペン又はシール

・テープ  

・ビニールテープ  

・紙皿   

・紙皿にのせる遊具等 

【作り方】 

① 気泡緩衝材（プチプチ）を細長く棒状に巻きます。 

巻いたものが外れないように数ヶ所テープで止めます。 

棒状になったものを輪にしてテープで止めます。  

② 紙皿は的をのせる台座にします。 

ペンやシールで飾ると可愛いらしくなります。 

③ 紙皿にお気に入りの遊具等をのせ、的の完成！ 

養生テープ等で止めると当たった時に動きにくいです。 
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